
今号の主な内容
23／岡山県総合社会福祉大会
45／全国老人クラブ大会
　6／女性委員会幹事会
　7／高齢者地域リーダー研修会
　　　岡山県老人福祉大学修了
89／県下各クラブの活動紹介
��／県老連委託事業開催
　�／会員のひろば
　�／地域の元気づくり事業募集
　�／県警暮らしの安全情報

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第24号

おかやま県老連だより
（通巻93号）
令和3年1月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、

全
力
を
挙
げ
て
、
県
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
こ
の
感
染
症
が

も
た
ら
し
た
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
昨
年
行
わ
れ
た
知
事

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
さ
ま

の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
県
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変

重
要
な
時
期
に
本
県
の
か
じ
取

り
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
、
改
め
て
重
責
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と
ご
期

待
に
お
応
え
す
る
決
意
を
新
た

に
し
て
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
教
育

と
産
業
を
は
じ
め
、
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
結
婚

か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
な

い
支
援
、
持
続
可
能
な
中
山
間

地
域
の
形
成
な
ど
に
も
引
き

続
き
力
を
注
ぎ
、
さ
ら
に
数
多

く
の
成
果
を
皆
さ
ま
に
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
高
齢

者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き

が
い
を
持
っ
て
活
躍
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
お
り
、
特
に
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
“
新
た
な
担
い
手
”
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
存

在
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
て
は
、

引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
高

齢
者
間
の
友
好
拡
大
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
長

年
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
地

域
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑

顔
で
暮
ら
す
「
生
き
活
き
岡
山
」

の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
県

の
持
続
的
な
発
展
の
道
筋
を
確

か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
各
種

の
施
策
・
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
希
望
あ
ふ
れ
る
明

る
い
未
来
の
た
め
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
皆
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
終
息
を
願
っ
て
の
年
明
け

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
と
い
う

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

災
禍
に
見
舞
わ
れ
、
社
会
生
活
、

暮
ら
し
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い

う
大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し

の
不
安
、
不
自
由
さ
、
恐
怖
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
感

染
を
恐
れ
て
気
楽
に
買
い
物
、

旅
行
、
食
事
等
で「
外
出
」が
出

来
な
い
と
か
、
近
所
の
人
、
家

族
、
友
達
と
出
会
っ
て
楽
し
い

「
会
話
」が
出
来
な
い
と
か
、
ま

た
外
に
出
て
仲
間
と
運
動
、
趣

味
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
「
交
流
」

が
出
来
な
い
等
数
々
の
暮
ら
し

の
不
安
、
不
満
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
状
態
が
長
く
続
く
と

身
体
機
能
、
認
知
機
能
の
低
下

に
繫
が
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
と

深
刻
な
懸
念
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、高
齢

者
の「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
」

を
牽
引
す
る
東
大
の
飯
島
教
授

が
山
陽
新
聞
に
“「
コ
ロ
ナ
虚

弱
」に
懸
念
”
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
記
事
を
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
コ
ロ
ナ
流
行
の
前
後

で
生
活
の
変
化
を
尋
ね
た
調
査

で
す
。
流
行
の
前
「
毎
日
外
出

す
る
」
と
答
え
た
人
が
六
割
で

あ
っ
た
の
が
流
行
後
は
四
割
に

低
下
し
て
お
り
、
外
出
し
て
体

を
動
か
し
た
り
、
人
と
触
れ

合
っ
た
り
す
る
機
会
が
顕
著
に

減
っ
て
い
る
事
が
伺
え
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
事
は
閉
じ

こ
も
り
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
に

こ
れ
か
ら
悪
影
響
が
出
て
く
る

事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
私
達
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
高
齢
者
の
厳
し
い
暮
ら
し

を
知
り
、
学
び
ま
し
た
。
こ
の

現
実
を
肥
や
し
と
し
て
活
か
し

て
、
こ
れ
か
ら
先
、
感
染
予
防

策
（
三
密
対
応
等
）
を
講
じ
な

が
ら
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、

「
新
し
い
や
り
方
」
を
構
築
し

「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、い
つ
ま

で
も“
元
気
”で“
笑
顔
”
で
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
行

か
ね
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
ス
ロ
ー

ガ
ン“
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
”
を
旗

印
に
掲
げ 

①
社
会
参
加
に
よ

り
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る 

②
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
で
元

気
高
齢
者
を
目
指
す 

③
新
地

域
支
援
事
業
と
連
携
し
支
え
合

い
活
動
を
推
進
す
る 

④
各
世

代
が
相
互
に
支
え
合
い
、
地
域
、

暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
築

き
上
げ
て
行
く
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
を
目
指
す
…
…
以

上
こ
の
四
点
を
重
点
実
施
事
項

と
し
て
本
年
も
会
員
の
皆
様
と

一
諸
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
と
コ

ロ
ナ
感
染
の
早
期
終
息
を
祈
っ

て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

公益財団法人岡山県老人クラブ連合会
� 会長　吉田 建太郎

豊かな暮らしを
取り戻そう

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす
「生き活き岡山」を目指して

井原市　美星天文台　写真提供：岡山県観光連盟

1　2021年（令和 3年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

今
年
度
、
令
和
２
年
10
月
14

日
（
水
）、
岡
山
市
民
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
開
催

見
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
県
老
連
で
は
社

会
福
祉
功
労
の
あ
っ
た
個
人
・

団
体
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
と
記
念
品
を
受
賞
者
の
皆
様

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の
表
彰
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
岡
山
県
知
事

表
彰
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
長

表
彰
、
並
び
に
岡
山
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
個
人
、
団
体
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
多
年
に
わ

た
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
ご

尽
力
の
賜
で
あ
り
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
岡
山
県
総

合
社
会
福
祉
大
会
の
会
場
に
お

い
て
、
表
彰
を
お
受
け
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
大
会
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
誠
に
残
念
で
す

が
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
支
え
合
い
運
動
、
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
な
ど
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
を
契
機
と

し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
と

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

　 

特
別
功
労
者

藤
原　

博
宣	

玉
野
市

宮
田　

滿
郎	

玉
野
市

金
川　

倫
子	

玉
野
市

中
野　

公
子	

玉
野
市

谷　

三
重
子	

玉
野
市

岩
本　
　

覚	

備
前
市

須
山　

清
美	

瀬
戸
内
市

盛　
　

恒
一	

瀬
戸
内
市

廣
畑　

龍
正	

瀬
戸
内
市

片
岡　

孝
行	

瀬
戸
内
市

今
井
田　

晴
夫	

赤
磐
市

岩
藤　

統
彦	

赤
磐
市

徳
永　
　

壽	

和
気
町

田
渕　
　

章	
和
気
町

則
枝　

智
彦	

和
気
町

小
林　

節
次	

吉
備
中
央
町

堀　
　

清
志	

吉
備
中
央
町

寺
島　

正
治	

倉
敷
市

杉
本　

雄
一	

倉
敷
市

大
江　

正
海	

倉
敷
市

蜂
谷　

耕
三	

倉
敷
市

三
宅　

美
代
志	

倉
敷
市

林　
　

道
明	

倉
敷
市

渡
谷　

國
重	

倉
敷
市

姫
井　

國
忠	
倉
敷
市

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰 岡

山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

令和２年度

（
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
）

公
益
財
団
法
人　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

吉
田　

建
太
郎

2021年（令和 3年）1月　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



大
野　

秀
子	

倉
敷
市

大
月　

宏
志	

倉
敷
市

萩
原　
　

脩	

倉
敷
市

藤
井　

聰
二
郎	

倉
敷
市

松
井　

五
男	
倉
敷
市

蓮
岡　

榮
二	
倉
敷
市

西　
　

博	

倉
敷
市

荒
芝　

撫
征	

倉
敷
市

岡
田　

英
臣	

井
原
市

平
田　

勝
彦	

総
社
市

平
木　

宗
夫	

高
梁
市

川
上　
　

實	

高
梁
市

赤
木　

一
夫	

高
梁
市

宮
田　

英
男	

新
見
市

鈴
木　
　

孝	

浅
口
市

西
牧　
　

隆　

	

浅
口
市

吉
田　

德
雄	

浅
口
市

平
野　

槙
吉	

里
庄
町

妹
尾　

節
信	

里
庄
町

日
置　

彰
雄	

矢
掛
町

谷
口　

幸
子	

津
山
市

岡
崎　

史
郎	

津
山
市

鈴
木　

融
夫	

津
山
市

芦
田　
　

創	

津
山
市

酒
井　

威
津
夫	

津
山
市

小
林　

秀
孝	

津
山
市

明
村　

公
雄	

真
庭
市

岡
崎　

和
穂	

真
庭
市

福
島　

明	

真
庭
市

岩
本　

廣
之	

真
庭
市

建
部　

始
正	

新
庄
村

石
田　

耕
造	

鏡
野
町

杉
田　

拓
三	

鏡
野
町

小
林　

重
俊	

勝
央
町

宮
地　

甫
守	

久
米
南
町

万
代　

嘉
男	

美
咲
町

赤
木　

鴻
太	

美
咲
町

勝
浦　

正
俊	

美
咲
町

黒
瀬　

昌
司	

美
咲
町

池
上　

寿
男	
美
咲
町

　 

一
般
功
労
者

谷
脇　

輝
彦	

備
前
市

松
本　

英
子	

倉
敷
市

裏
川　

和
子	

倉
敷
市

安
田　

裕
任	

倉
敷
市

白
神　

美
子	

倉
敷
市

石
井　

博
一	

倉
敷
市

中
田　

耕
治	

倉
敷
市

金
本　

久
美
恵	

笠
岡
市

藤
野　

晴
美	

新
見
市

松
本　

健
吾	

新
見
市

逸
見　

延
明	

新
見
市

竹
本　

繁
行	

新
見
市

大
森　

七
子	

新
見
市

川
内　

勝
子	

新
見
市

道
広　

佳
子	

浅
口
市

高
橋　

俊
伍	

浅
口
市

植
元　

幸
子	

真
庭
市

　 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

日
比
寿
会	

玉
野
市

佐
井
田
ゲ
ン
キ
会

	

瀬
戸
内
市

西
脇
百
寿
会	

瀬
戸
内
市

鳥
向
長
寿
会	

倉
敷
市

第
３
二
万
長
寿
会

	

倉
敷
市

大
内
ち
と
せ
会	

浅
口
市

西
原
長
寿
会	

浅
口
市

工
門
長
寿
会	

津
山
市

西
第
二
老
人
ク
ラ
ブ

	

津
山
市

高
円
延
寿
会	
奈
義
町

　 

老
人
福
祉
功
労

　 

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

大
平　

節
男	

倉
敷
市

川
上　

啓
介	

倉
敷
市

吉
田　

建
太
郎	

瀬
戸
内
市

戎　
　

昇	

新
見
市

大
塚　

靜
枝	

新
見
市

小
川　

浩
一	

新
見
市

鈴
木　
　

功	

矢
掛
町

大
山　

隆
歳	

鏡
野
町

　 

老
人
福
祉
功
労

　 

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

花
尻
親
和
会	

岡
山
市
北
区

沼
春
秋
会	

岡
山
市
東
区

白
華
和
老
会	

倉
敷
市

下
神
代
長
寿
会	

新
見
市

菅
生
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ト
キ
メ
キ
会

	

新
見
市

東
星
田
寿
会	

井
原
市

三
楽
会	

真
庭
市

　 

老
人
福
祉
功
労

　 

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

大
橋　

仁
之	

倉
敷
市

近
藤　

時
子	

倉
敷
市

嶋
田　

清
一	

倉
敷
市

難
波　

克
巳	

倉
敷
市

安
原　

尚
一	

倉
敷
市

木
下　

武
夫	

瀬
戸
内
市

小
山　

國
枝	

瀬
戸
内
市

土
井　

二
六
敏	

吉
備
中
央
町

大
本　

勝
枝	

新
見
市

鳥
越　
　

勇	

井
原
市

廣
瀬　

忠
男	

新
見
市

藤
原　

允
子	

新
見
市

三
村　

幸
子	

新
見
市

宮
永　
　

操	

新
見
市

青
木　

光
男	

美
咲
町

井
田　

五
郎	

真
庭
市

元
番　
　

實	

奈
義
町

重
松　

丈
雄	

津
山
市

竹
久　
　

清	

津
山
市

三
船　

勝
之	

美
咲
町

　 

老
人
福
祉
功
労

　 

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

青
葉
団
地
町
内
会
高
齢
者
部

	

岡
山
市
東
区

東
花
尻
げ
ん
き
か
い	

岡
山
市
北
区

本
町
老
人
ク
ラ
ブ	

岡
山
市
北
区

西
原
松
寿
会	

真
庭
市

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県

保
健
福
祉
部
長
表
彰

3　2021年（令和 3年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

今
回
、
県
老
連
の
ご
足
労
に

よ
り
、
栄
え
あ
る
受
賞
に
あ
ず

か
り
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
私

個
人
で
は
な
く
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
ク
ラ
ブ
活
動
に

専
念
さ
れ
た
方
々
…
特
に
「
会

員
拡
大
」
で
成
果
を
上
げ
ら
れ

た
皆
様
へ
頂
い
た
も
の
で
す
。

と
も
に
喜
び
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。「
努
力
す
れ
ば
成
果
が

上
が
る
」
皆
さ
ん
、
こ
の
受
賞

を
契
機
に
自
信
を
も
っ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
私
も
命
の
あ
る

限
り
引
き
続
き
努
力
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
、
昭
和
四
十
六
年
、
地

方
議
員
に
立
候
補
し
ま
し
た

が
、
そ
の
時
心
に
誓
っ
た
の
は

世
の
為
人
の
為
に
尽
く
そ
う

…
「
限
り
な
き
貢
献
」
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
の
合

併
に
よ
り
町
長
を
退
職
、
色
々

な
役
職
で
多
忙
を
極
め
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
時
期
、
県
老
連

の
会
議
で
、
全
老
連
斉
藤
事
務

局
長
（
前
・
常
務
理
事
）
の
話

を
聞
く
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し

た
。

　

一
時
間
ば
か
り
の
講
話
で
し

た
が
、
こ
の
若
者
が
事
務
局
長

の
老
人
ク
ラ
ブ
は
捨
て
た
も
の

で
は
な
い
…
そ
の
後
、
だ
ん
だ

ん
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
専
念
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

彼
と
は
一
昨
年
、
中
央
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
久
し
ぶ
り

の
再
会
で
し
た
が
、
彼
の
頭
を

見
て
「
時
は
経
っ
た
な
」
と
感

無
量
で
し
た
。

　

思
え
ば
、彼
と
は
毎
月
の「
全

老
連
」で
、ま
た
中
央
が
出
す
文

書
を
通
じ
て
絶
え
ず
対
話
し
て

い
た
な
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
「
全
国
的
に
会
員
が
減
る
の

は
一
般
的
傾
向
、
や
む
を
得
な

い
」
と
い
う
誤
っ
た
考
え
を
克

服
し
て
、
成
功
例
に
学
び
、
中

央
の
方
針
を
信
頼
し
活
動
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
確
信
を
も
っ
て
、

よ
り
良
き
未
来
の
た
め
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ

れ
、
人
と
の
接
触
や
社
会
経
済

活
動
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
感
染
防
止
対

策
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立

す
る
方
向
に
社
会
が
動
い
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
無
理
の
な
い
運

動
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
て
、
出
来
る
だ
け
歩
く
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
活
動
量

が
減
る
と
、
体
の
筋
肉
が
落
ち

食
べ
る
量
も
減
り
ま
す
。
筋
肉

を
作
る
た
め
の
栄
養
が
取
れ
ず

体
力
が
低
下
し
、
転
倒
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば

す
た
め
に
、毎
週
月
曜
日
に「
百

歳
体
操
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
単
純
な
動
作

の
繰
り
返
し
で
覚
え
や
す
く
、

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
、
見
守

り
、
支
え
合
い
な
が
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
く
、
気

持
ち
が
明
る
く
な
り
、
外
出
も

気
軽
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
百
歳
体
操
」
も
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
多
く
、
ク
ラ

ブ
の
活
動
の
こ
と
や
伝
達
も

便
利
で
ま
と
ま
る
の
が
早
い

で
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
毎
月
二
回

の
神
社
の
清
掃
と
学
童
の
登
下

校
の
見
守
り
、
ま
た
保
育
園
児

と
協
同
で
畑
で
の
野
菜
づ
く
り

な
ど
で
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
六
月
に
植
え

た
さ
つ
ま
芋
の
苗
を
園
児
と
共

に
掘
っ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

「
大
き
い
の
が
あ
っ
た
。」「
た

く
さ
ん
つ
い
て
い
る
。」
と
大

騒
ぎ
で
す
。
私
た
ち
も
園
児
の

元
気
な
パ
ワ
ー
を
し
っ
か
り
も

ら
い
ま
し
た
。

　

年
々
高
齢
に
な
る
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
の
活
動
人
数
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
の

加
入
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、

仕
事
の
関
係
な
ど
で
参
加
で
き

な
い
人
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
は

楽
し
い
ク
ラ
ブ
だ
、
こ
の
行
事

（
イ
ベ
ン
ト
）
に
は
参
加
し
て

み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
た
く

さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
も
多
く
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

延原　清士
（前・赤磐市老連副会長）

　

今
年
度
、
令
和
２
年
11
月
17

日
（
火
）・
18
日
（
水
）、
山
形

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
感
染

拡
大
状
況
か
ら
開
催
見
合
わ
せ

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
見
合
わ
せ
の
主
な
理
由

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・�

高
齢
者
の
当
時
者
団
体
と
し

て
、
不
測
の
事
態
を
避
け
る

社
会
的
責
務
が
あ
る
こ
と
。

・�

参
加
者
の
大
半
が
高
齢
者
で

あ
り
、
罹
患
し
た
場
合
に
重

篤
化
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
い

こ
と

・�

全
国
各
地
か
ら
参
加
者
が
参

集
し
、
三
密
の
状
態
を
避
け

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

・�

未
だ
終
息
が
見
通
せ
ず
、
第

二
波
、
第
三
波
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

・�

状
況
に
よ
り
、
急
遽
移
動
や

会
場
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と

　

老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の
表
彰
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

全
老
連
会
長
表
彰

「
育
成
功
労
表
彰
」

・
高
橋　

重
逸

�

（
前
・
岡
山
県
老
連
副
会
長
）

・
延
原　

清
士

�

（
前
・
赤
磐
市
老
連
副
会
長
）

「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」

・
湯
南
ク
ラ
ブ

�

（
真
庭
市
都
喜
足
・
仲
間
地
区
）

・
西
粟
倉
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

来
年
度
の
第
50
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
は
香
川
県
に
て
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

髙橋　重逸
（前・岡山県老連副会長）

第
49
回
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西
粟
倉
村
は
、
県
最
北
東
端

の
約
95
％
が
山
林
の
村
で
す
。

人
口
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
者
が
あ
る
も
の
の
減
少
傾
向

で
す
。老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
、

３
０
０
名
ほ
ど
で
12
単
位
ク
ラ

ブ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
一
斉
の
「
社
会
奉
仕
の

日
」の
頃
に
あ
わ
せ
て
、毎
年
各

地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
に
て
環
境

美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
公
民
館
内
外
の
清
掃
や
花

植
え
等
々
で
会
員
の
相
互
の
親

睦
と
交
流
・
仲
間
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
活
動
に
参

加
す
る
会
員
の
表
情
は
、
明
る

く
地
域
へ
の
貢
献
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
多
く

の
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

2
年
間
取
り
組
ん
だ
次
世
代

育
成
支
援
事
業
（
県
の
元
気
づ

く
り
事
業
）
で
は
、
幼
稚
園
児

と
椎
茸
の
植
菌
体
験
を
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
い
地
元
産
業
に
ふ
れ
る
と
て

も
貴
重
な
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
2
年
度
も
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
す
が
、
取
り
組
む
方

向
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

老
連
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
囲

碁
ボ
ー
ル
大
会
は
、
恒
例
と
な

り
会
員
の
健
康
維
持
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
声
か
け
を

す
る
こ
と
で
活
動
へ
の
参
加
も

多
く
な
り
会
員
相
互
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰
の
受
賞
に
あ

た
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
、
岡
山
県
北
部
に
位

置
す
る
真
庭
市
湯
原
地
内
の
旭

川
と
国
道
３
１
３
号
線
に
沿
う

都
喜
足（
つ
ぎ
た
る
）、仲
間（
な

か
ま
）
の
二
つ
の
地
区
で
結
成

し
て
お
り
、
昭
和
39
年
の
設
立

で
今
年
57
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
三
大
運
動
の
取
組
み

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
と
、

活
動
目
標
を
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」に
基
づ
き
各
種
年

間
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
活
動
で
は
、
会
員
の
健

康
保
持
と
生
き
が
い
を
高
め
る

た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
中
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド

･

ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
体
を
動
か

し
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
ハ
ツ

ラ
ツ
と
取
組
み
、
大
会
出
場
経

験
も
豊
富
で
上
位
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

友
愛
活
動
で
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
子
ど
も

会
と
合
同
で
「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
、
運
営
面
で
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
も
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
を
含
む
地
域
と
の
行

事
は
、
年
間
7
回
程
度
あ
り
、

三
世
代
交
流
の
子
ど
も
花
火
大

会
や
研
修
旅
行
、杵
・
臼
を
使
っ

た
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
大
会

等
、
子
ど
も
達
の
弾
む
声
も
聞

け
て
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
で

会
員
同
士
、
ま
た
、
世
代
を
超

え
た
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
男
女
問
わ
ず

好
評
な
活
動
で
す
。

　

奉
仕
活
動
で
は
、
花
い
っ
ぱ

い
植
栽
作
業
と
国
道
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
、
湯
原
地
内
に

あ
る
温
泉
施
設
へ
の
観
光
客
を

お
迎
え
し
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
気

軽
に
集
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
感
染
対
策
に
気
を
付

け
な
が
ら
、
生
き
が
い
あ
る
生

活
の
継
続
を
目
指
し
仲
間
と
共

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

湯
南
ク
ラ
ブ
（
真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

令和２年度全国老人クラブ連合会

『活動賞』受賞団体決定
　この度、下記団体の表彰が決定いたしました。誠におめでとうございます。
　この『活動賞』は、これらの活動の中で、特に他の範とするにふさわしい先進
的な取り組みを行っている単位クラブ及び連合会に対し贈呈されたものです。

【仲間づくり活動】
　○�加入促進に向けて取り組んでいる活動、地域高齢者の参加を広げる活動

【健康づくり活動】
　○�会員または地域の高齢者の健康づくり・介護予防につながる活動

【ボランティア活動】
　○�地域における支え合い活動や奉仕活動などのボランティア活動

【その他の活動】
　○�世代間交流活動や伝承活動、安全・安心のまちづくり活動など、上記

３分野にあてはまらない活動

西
粟
倉
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

【健康づくり活動】
和気町 父井原老人クラブ連合会

【ボランティア活動】
有漢町 有漢地域老人クラブ

【その他の活動（世代交流活動・伝承活動）】
津山市老人クラブ連合会 城西地区
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作り方

　

令
和
２
年
９
月
18
日
（
金
）

午
後
、
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
会
議

室
に
お
い
て
県
老
連
女
性
委
員

会
第
27
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
延
原
委
員
長
、
山
本
・

小
田
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
幹

事
会
の
メ
ン
バ
ー
14
名
（
１
名

欠
席
）
と
県
老
連
吉
田
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

①
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
、
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
岡
山

県
の
ク
ラ
ブ
数
と
会
員
数
の
推

移
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
市
町
村
老
連
の
中
に
は

会
員
数
や
加
入
率
を
伸
ば
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
報
告
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
老
連
で
は
、
２
万 

５
千
人
会
員
増
強
運
動
に
引
き

続
き
、
昨
年
度
か
ら
「
単
位
ク

ラ
ブ
年
間
１
名
純
増
運
動
」
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
女
性
の
パ
ワ
ー
で
会
員
増

強
運
動
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。

②�

令
和
２
年
度
地
区
別
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い

て
、
備
前
・
備
中
・
美
作
の
各

地
区
代
表
か
ら
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

③�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
は
令

和
３
年
２
月
４
日（
木
）午
後
か

ら
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
講
演
者
は

事
務
局
に
一
任
と
な
り
ま
し
た
。

④�

令
和
３
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
記

念
品
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
令
和
３
年
７
月

初
め
頃
、
研
修
会
を
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
配
る
記
念
品
と
し

て
昨
年
度
作
成
し
た
小
物
を
袋

に
詰
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
３
年
３
月
４
日（
木
）

開
催
予
定
の
女
性
委
員
会
総
会

の
後
で
作
業
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

で
作
る
「
お
出
か
け
マ
ス
ク

ケ
ー
ス
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
切
り
、

マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
開
封
で
き

る
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
好

き
な
色
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に

気
に
入
っ
た
シ
ー
ル
や
マ
ス
キ

ン
グ
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
、
世
界

で
た
っ
た
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ス
ク
ケ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
身
近
に

あ
る
の
も
だ
け
で
簡
単
に
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

女
性
委
員
会

　 
幹
事
会
開
催

【材料】	●クリアファイル1つ　　●両面テープ　　
	 ●デコレーションシール、マスキングテープ（お好みで）

【道具】	●ものさし　●マジック（印を付ける用）
	 ●はさみ　●カッター

クリアファイルで作る！
お出かけマスクケース♥

❶クリアファイルを開いて半分にカットする。
❷折り目をつける。

❸余分な部分をカットする。
❹のりしろの端を三角にカットする。

❺ �のりしろに両面テープをつけて
ポケットを作る。

❻マジックテープをつける。

11cm

残り ふた

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

ポケット背面

ポケット前面11cm 完成！
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令
和
２
年
度
の
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
防
止
す
る
観
点

か
ら
、
従
来
の
集
合
型
か
ら
個

別
自
宅
方
式
で
の
研
修
会
に
変

更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
ど
お
り
の
高
齢
者
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
の
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ
ー

必
携
、
体
操
や
食
事
指
導
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

グ
ッ
ズ
（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・

発
熱
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
・
マ
ス

ク
ケ
ー
ス
）
な
ど
、
申
込
し
て

下
さ
っ
た
３
６
２
名
の
方
に
お

渡
し
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
冊
子
の
内
容
は

下
記
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆�

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

吉
田　

建
太
郎

◆�

事
例
発
表

　
�

テ
ー
マ
「
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

い
て
」

①
津
山
市�
「
山
形
老
人
ク
ラ
ブ
」

②
笠
岡
市
「
神
外
悠
遊
会
」

③
高
梁
市

�

「
有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
」

④
備
前
市

�

「
東
鶴
山
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
寿
会
」

⑤
真
庭
市

�

「
中
原
シ
ニ
ア『
暁
』ク
ラ
ブ
」

⑥
早
島
町�

「
若
宮
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
」

⑦
矢
掛
町

�

「
矢
掛
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

⑧
勝
央
町

�

「
勝
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

⑨
奈
義
町
「
西
原
桜
美
会
」

⑩
吉
備
中
央
町

�

「
吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

◆��

平
成
22
年
か
ら
令
和
元
年
度

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
内
容

◆��

高
齢
者
の
運
動
と
食
事
に
つ
い
て

　
「
立
つ
時
間
を
増
や
そ
う
」
他

　
「
フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事
」

◆��
本
年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
予

定
講
師 
古
川　

美
保 

先
生

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
年
度
の
老
人
福
祉
大
学

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
９
月
～
12

月
に
か
け
て
県
下
４
会
場
に
て

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
て
、
誠
に
残

念
な
が
ら
、
各
会
場
で
の
開
催

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
本

年
度
は
受
講
生
の
皆
様
に
教
材

を
お
届
け
し
、
自
宅
で
受
講
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
実
施
致
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
講
者
は
６
８
６

名
で
全
員
を
修
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
う
ち
奨
励
賞
は

８
６
名
、
栄
誉
賞
は
３
２
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
届
け
し
た
教
材
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆�

西
嶋　

康
浩　

岡
山
県
保
健

福
祉
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆�

吉
田　

建
太
郎　

岡
山
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
メ
ッ

セ
ー
ジ

◆�

遠
藤　

剛　

岡
山
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
本
年
度
予
定
講
師
の
ミ
ニ
講
義

　
「
老
後
の
雑
学
」

　

井
上
い
つ
の
り
先
生

�

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
「
健
康
づ
く
り
」

　

堀
部　

徹
先
生

�

（
岡
山
県
薬
剤
師
会 

会
長
）

　
「
音
楽
と
健
康
」

　

吉
井　

江
里
先
生（
音
楽
家
）

◆
そ
の
他
講
師
資
料

　

�

～
家
庭
で
も
無
理
な
く
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
簡
単
な
体

操
指
導
～

　
　

森
下　

明
恵
先
生

　
　

�（
岡
山
県
南
部
健
康
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
）

　

�

～
フ
レ
イ
ル
予
防
と
健
康
な

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
食

事
指
導
～

　
　

豊
田　

加
奈
子
先
生

　
　

�（
岡
山
県
南
部
健
康
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
）

　

�

～
笑
う
こ
と
は
健
康
長
寿
の

元
。
日
常
に
リ
ン
ク
し
た
楽

し
い
漫
談
～

　
　

夢
小
路　

あ
き
ま
ろ
先
生

　
　

�（
も
の
ま
ね
し
ょ
う
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
）

　

�

～『
３
密
回
避
』が
地
域
活
動

に
及
ぼ
す
も
の
～

　
　

栗
木　

剛
先
生

　
　
（m

otto

ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
）

アンケート
⑴冊子の内容についてご意見をお聞かせください。
●�自分の都合に合わせて読むことができるので良かった。
●�各老人クラブの活動状況・課題を知ることができた。
●�事例発表を読み参考になった。
●�読むものが多く、目が疲れる。
●�会場で講師と共に研修した方が、集中して学習できる。
●�内容豊富でゆっくり拝読できました。

⑵�今回の研修会全般にわたってのご意見・ご感想をお
聞かせください。

●�高齢者にとっては集合研修の方が良いと思う。
●�この研修を機に、所属クラブの運営や活動を見直します。
●�次世代へ繋ぐ使命、今後の活動意欲になりました。
●�コロナ禍の為自宅研修もやむを得ないが、意見交換を
する為の研修をお願いしたい。
●�全部は読むことができなかった。
●�自宅学習は、自分のペースで勉強できるので良かった。
●�分かりやすく、何度でも観れるので良かった。
●�冊子の内容が多すぎると思う。簡素化した方が見やす
いし、理解しやすいのでは。

● �DVDでしっかり勉強し、今後のクラブ活動に活かし
たい。

●�講師との対面研修でなく残念だったが、貴重な資料を
頂きゆっくり見させて貰いました。

アンケート
⑴一番よかった講義を教えてください。
●ミニ講座：「老後の雑学」
●ミニ講座：「音楽と健康」
●ミニ講座：「健康づくり」
●�体を動かす：家庭でも無理なく続けることができる簡単な体
操指導

●�栄養を摂る：フレイル予防と健康な生活を維持するための食
事指導

●�笑う：笑う事は健康長寿の元。日常にリンクした楽しい漫談
●特にない
●どの講義も良かった
●漫談はもうやめて欲しい

⑵�今回の老人福祉大学全般にわたってのご意見・ご感想をお聞
かせください。

●�何度も観れるDVD学習も良いが、会場で勉強できなかった
のは残念。

●�ずっとDVD学習の方が良い。
● ��DVD 学習の良い点は、聞き逃しても何度でも再生できる事。
●�年々参加することが難しくなるので、DVD形式も良いのでは
ないかと思う。

●�エコバッグが役に立った。
●�次第に歳をとるので、2年に一回くらいはDVDで自宅学習も
良いと思う。
●�研修は人との出会いや会話も楽しみの一つです。次年度は開
催を願っています。

●�参加出来なかった仲間にも、DVDを観て貰います。
●�色々なジャンルの講義を期待します。
●�コロナ感染予防の為、今回の企画は良かったと思う。
●��老人クラブ定例会で使用し会員にも周知でき、老人福祉大学
への関心も芽生えたようです。

●��この事業の継続を望みます。
●�全体的に内容のある講義だった。
●�どの講義も色々関心を持って見る事ができ、何度も繰り返し
見る事ができるので大変有難い。

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

令
和
２
年
度（
第
45
次）老
人
福
祉
大
学
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と ぴ っ く す

玉野市

玉野市老人クラブ連合会 胸上シニアクラブ 会長　末房 榮

コロナ禍での活動

　胸上シニアクラブは玉野市東部に位置し、東児地区老連所属
のクラブです。
　昨年２月１日、「健康寿命の延伸、地域社会への貢献」をスロー
ガンに胸上東老人クラブと胸上西クラブが合併して、84名（男
性21名、女性63名）で再スタートしました。
　今年度は新型コロナウイルス感染防止のため、大幅な行事の
見直しを行いながらこれまで実施したクラブ活動を紹介します。
《お出掛け活動》
　６�月：市老連主催のウォーキング大会が中止になり、６月12
日に岡山市南区旧小名郷池へ睡蓮の鑑賞、６月15日～16
日には隣村の花菖蒲見学（参加者10名）に出掛けました。

　　�3密を避けた配車の手配、アルコール除菌の準備、マスク
の着用を義務付け、午前中で切り上げて帰宅。

　　�いつもは公園内で昼食を取るのですが、今年は我慢です。
　７�月：市老連が唯一開催した行事「作品展（７月15日～18日
開催）」参加しました。

　　�前日の準備は文化部員全員にマスクの着用、3密を避けた
人員の配置、展示テーブルの除菌等衛生面を徹底し、搬入、
飾り付けは時間をずらし２班に分けて行うなどコロナ対策
を徹底しての開催となりました。

　　�入場人数も制限された中、当クラブは７月16日シーバスを
利用して７名で鑑賞に出掛けました。

　　作品展数の多さ、力作揃いで感動の鑑賞会でした。
《地元定期活動》
　�　秋の親睦旅行、ふれあい世代間交流事業は中止しています
が、常時活動している行事を紹介します。

　◇�グラウンド・ゴルフは地区の港公園で７名の登録会員で週３
回の練習ラウンドを実施しています。

　　�参加にあたっては、体温の計測、アルコールでの除菌、マ
スクの着用、を義務付けて行っており、休憩時、集合して
の飲食は禁止、楽しい休息時間も我慢です。

　◇�カラオケは地区の公会堂大広間で会員７名の歌好きが集ま
り、月６回の開催、今年はコロナ感染防止のため、マスク
の着用、両手の消毒はもちろんのこと、窓の開放等３密防
止のめ全員前面を向いて長机に１人、ソーシャルディスタン
スを考慮した席の配置で楽しんでいます。

　コロナ自粛のため活動には制限がありますが、会長など役員
が独居者宅へ訪問して安否確認の声掛けを行い、フレイル、認
知症予防のため、創意工夫をしながら活動しています。

作品展

グラウンド・ゴルフ

カラオケ

睡蓮鑑賞
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矢掛町

矢掛老人クラブ 福寿会 事務局長　谷本 昭一郎

伸ばそう健康寿命！ 担おう地域づくり

　私たちの居住する矢掛地区は、南に清流小田川、そして北には高妻連山が聳え、その中を東西に旧山陽道が走り、町並みが形成されています。山間部より美山川、星田川が流れ小田川に合流しています。夏涼しく冬暖かくとても環境の良い素晴らしい地域です。
　重要伝統的建造物群保存地区に指定されている町並みには江戸時代から連綿と続いている旧本陣石井家、旧脇本陣髙草家があり宿場町として、多くの観光客の皆さんが絶え間なく来られています。このような素晴らしい町が私たちの誇りです。
　133名の福寿会会員も体力向上、健康維持のためのスポーツや文化趣味などに頑張っています。グラウンドゴルフは年2回の大会を実施し練習を週3回程度行っています。その他にペタンク、吹き矢、囲碁ボール、カローリング等々行っています。
　他に趣味文化では、お茶を楽しむ会など大勢が参加しています。毎月の行事であり善男善女が絆を深めています。
　毎年春秋2回の親睦旅行を催行、会員相互の益々の交流を暖めています。　月2回の神楽面づくりは、男女含めて10名の会員が挑戦しています。新聞紙を粘土状に加工し型抜き、磨き、絵付け等工程が多くて大変ですが皆一生懸命で作業に励んでいます。
　年1回ですが、老人福祉センター周辺の除草作業を全員でしています。年末には矢掛会館玄関に門松を作り設置しています。松竹梅を主に縁起物の植物を飾り付けて出来栄えを批評しながら来年への思いを馳せています。　年数回の講演会は、健康、生活、防災、交通、教育などジャンルが幅広くいずれも聴講者の評判もよく次回への要望が沢山寄せられてきます。これからも福寿会の活動を通して地域との連携を深めることが大切だと思います。

勝央町

河原石生老人クラブ長生会 会長　長瀬 昇
私たちのクラブの活動紹介

　私たちのクラブは勝央町内でも人口減少・
過疎化・少子高齢化が進行した

地域にあります。クラブ名は健康で元気に長
生きしたいということで「長生会」

と名付けました。また、他の多くのクラブと
同様に男性会員は少なく元気な

女性会員が中心となっています。

　活動を企画する際には高齢者の安全に配慮
し、なるべく多くの会員が参加

出来るようにしています。主な活動として健
康体操教室、グラウンドゴルフ

練習、囲碁ボール練習などの健康づくり活動
や日帰り旅行、食事会、新年会、

忘年会などの親睦事業を行っています。他に
もマリーゴールド・葉牡丹の育

種を行う花いっぱい運動、地元の秋の大祭
に合わせての清掃奉仕活動、地

元の保育園との交流事業などの地域を豊か
にする社会活動も行っています。

その他にも町老連主催の各種事業へも積極的
に参加しています。活動に参加

することで会員同士の親睦促進・健康づくり
・生きがいづくりにつながって

います。しかし、今年は新型コロナウイルス
感染症の影響でコミュニティハ

ウスが使用できない期間があったことや飲食
を伴う活動が制限される、など

例年のような活動がなかなかできていません
。

　毎年の秋の楽しみである清掃奉仕活動も
、例年であれば清掃奉仕活動後

に地元の保育園児たちと子ども神輿を担いで
のお祭りごっこをしたり、食事

をとって親睦を深めたりするなど、交流を楽
しんでいますが、今年は境内の

草刈り、本殿・社務所の清掃と神事だけを行
い、規模を縮小しての開催とな

りました。

　今後も会員みんなで話し合い、家に閉じこ
もらないで体を動かす、会員同

士の声掛けや安否確認を実施する、親睦を
はかる、など出来る範囲の活動

を継続し、健康で元気に長生きできたらと思
います。例年のような活動がい

つ再開出来るかわかりませんが、未加入者に
も健康体操教室やグラウンドゴ

ルフ、囲碁ボールなどに参加してもらい、会
員拡大につなげたいと思います。

コロナに打ち勝とう健康グラウンドゴルフ大会
R2.10.21（水） 矢掛総合運動公園

神楽面づくり作業　リサイクル福祉事業
高齢者の生きがい対策事業として、高齢者の趣味と
技能を活用して、古紙を利用した備中神楽等の面を
制作、販売収益を福祉へリサイクル。
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地
区
別
岡
山
県
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

第
６
回 
美
作
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

奈
義
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　
　

元
番　
　

實

第
7
回 

岡
山
県
美
作
地
区

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

鏡
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　
　

藤
本　

信
男

県老連
委託事業

各地で
開催！！

　

那
岐
山
麓
の
木
々
が
紅
葉

し
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
10

月
28
日
に
、
第
６
回
美
作
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
奈
義
町
総

合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
で
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
山
市
、
鏡
野
町
、
奈
義

町
、
勝
央
町
、
久
米
南
町
、
西

粟
倉
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
１
３
６
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
検
温
、手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
大
会
で

し
た
が
、
雄
大
な
那
岐
山
を
眺

め
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
難
し
い

ホ
ー
ル
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

で
る
と
両
手
を
挙
げ
て
大
喜
び

で
走
り
出
す
人
も
お
ら
れ
、
終

始
笑
顔
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

奈
義
町
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
は
芝
の
ゴ

ル
フ
場
で
、
平
成
14
年
10
月

か
ら
約
３
カ
月
か
け
て
総
勢

１
９
２
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
手
作
り
を
さ
れ
た
も

の
で
す
。
現
在
も
奈
義
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
さ

ん
が
大
切
に
手
入
れ
を
し
な
が

ら
守
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
、
奈
義
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
ぜ
ひ
プ
レ
ー

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
優　
勝　
岡
本　

政
男

�
（
奈
義
町
老
連
）

◆
準
優
勝　
巴　
　

英
樹

�

（
奈
義
町
老
連
）

◆
第
３
位　
瀧
上　

美
佐
雄

�

（
勝
央
町
老
連
）

　

本
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
状

況
下
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
大
会
の
競
技
時
間
の

短
縮
や
、
検
温
や
消
毒
を
徹
底

し
無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

自
粛
生
活
で
、
人
と
人
の
触

れ
合
い
が
制
限
さ
れ
て
い
る

中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
い
き

い
き
と
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

年
々
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口

が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
頭
を

使
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、

認
知
症
の
予
防
に
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
よ
う
に
盛
ん
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
皆
さ
ん

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気
に

活
動
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

本
大
会
は
、
初
回
の
大
会
か

ら
鏡
野
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
御
尽

力
さ
れ
た
前
鏡
野
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
が
、
常
々
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
ぴ

ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
」

　

生
き
て
い
る
と
き
は
「
ぴ
ん

ぴ
ん
」、
死
ぬ
と
き
は
「
こ
ろ

り
」、
そ
う
な
り
た
い
で
す
ね
。

美作
地区

美作
地区

2021年（令和 3年）1月　�



コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

縁
起
小
物
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

備
中
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
て

新
見
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

女
性
委
員
長　

谷
村　

悦
子

吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

女
性
委
員
長　

香
山　

喜
美
江

　

備
中
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
９
月
30
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
新
見
で
の
開
催
は
初

め
て
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
し
て

い
る
中
で
の
開
催
な
の
で
女
性

委
員
会
を
開
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
見
に
は
中

世
の
時
代
の
新
見
荘
が
あ
り
、

そ
の
成
り
立
ち
や
歴
史
の
深
さ

を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
開
催
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ

か
り
と
し
た
上
で
、
密
に
な
ら

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
開
催
し

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、「
新

見
荘
の
ま
ち 

新
見
市
」
と
題

し
て
教
育
委
員
会
の
職
員
か

ら
、
自
然
豊
か
で
研
究
者
も

注
目
す
る
中
世
の
歴
史
が
色
濃

く
残
っ
て
お
り
、
特
産
品
や
名

所
も
多
い
新
見
の
特
徴
や
荘
園

と
な
っ
た
経
過
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
新
見
荘
は

平
安
末
期
に
成
立
し
た
こ
と
、

１
３
３
３
年
に
は
京
都
、
東
寺

領
に
な
っ
た
と
解
説
さ
れ
ま
し

た
。
東と

う

寺じ

百ひ
ゃ
く

合ご
う

文も
ん

書じ
ょ

は
、
ユ
ネ

ス
コ
の
「
世
界
記
憶
遺
産
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
代
官
の
厳
し

い
年
貢
の
取
り
立
て
に
領
民
が

土
一
揆
を
起
こ
し
て
追
放
、
そ

の
後
に
代
官
と
し
て
僧
の
祐
清

が
赴
任
し
、
そ
の
世
話
を
し
て

い
た
女
性
た
ま
が
き
が
ひ
か
れ

て
入
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
祐
清

は
領
内
見
回
り
途
中
殺
害
さ

れ
、
た
ま
が
き
は
祐
清
の
死
を

悼
み
、
形
見
分
け
を
請
う
書
状

を
東
寺
に
送
り
ま
し
た
。
こ
の

書
状
が
中
世
農
村
女
性
の
自
筆

書
状
と
し
て
、
平
成
９
年
に
た

ま
が
き
書
状
と
し
て
国
宝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
歴
史
の
一
部
を

新
見
初
の
女
性
講
釈
師
、
紫

む
ら
さ
き
や屋

艶え
ん

玉ぎ
ょ
く（
仲
田
厚
子
）
さ
ん
が
祐

清
と
た
ま
が
き
が
互
い
に
惹
か

れ
合
う
物
語
を
、
紙
芝
居
風
に

し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
話
術
に
感
動

し
ま
し
た
。
こ
の
新
見
荘
の
歴

史
の
関
連
資
料
は
新
見
美
術
館

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
見
駅
前
の
「
縁
の
広
場
」

に
は
、
等
身
大
の
馬
に
乗
っ
た

祐
清
と
形
見
分
け
を
願
う
た
ま

が
き
が
書
状
を
し
た
た
め
て
い

る
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
あ
り
ま
す
。

新
見
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

通
し
て
、
私
た
ち
は
次
世
代
に

語
り
継
ぐ
歴
史
、
文
化
を
伝
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

新
見
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
日
本
文
化
の
継
承
と
し

て
、
お
手
玉
講
習
会
、
演
舞
講

習
会
、
競
技
大
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
遠
く
か
ら
来
て
く
だ

さ
っ
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
、
開
催
に
当

た
っ
て
お
世
話
く
だ
さ
い
ま
し

た
事
務
局
、
関
係
者
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今

後
も
会
員
の
方
々
と
の
絆
を
密

に
し
て
、
女
性
の
視
点
に
た
っ

た
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
11
月
11
日
（
水
）
に
き

ら
め
き
プ
ラ
ザ
で
、
令
和
２
年

度
備
前
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
女
性
会
員

の
特
性
と
能
力
を
生
か
し
、
小

物
づ
く
り
を
通
し
て
、
備
前
地

区
内
の
会
員
同
士
の
親
睦
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
の
た
め
、

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
で
き

る
だ
け
短
時
間
に
少
人
数
を
心

掛
け
、
4
市
2
町
21
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、布
フ
ク
ロ
ウ（
不

苦
労
・
福
来
ろ
う
）
と
キ
ュ
ー

ピ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し

た
。
細
か
い
作
業
で
し
た
が
、

巧
み
に
動
く
手
先
と
と
も
に
マ

ス
ク
越
し
の
口
も
滑
ら
か
に
動

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
活
動

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
笑
い

が
こ
ぼ
れ
る
和
や
か
な
雰
囲
気

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
み
ん
な
で

記
念
撮
影
を
し
て
、
各
地
域
で

今
日
の
手
芸
を
伝
達
し
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
ず
、
い
き
い
き
と
活

動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
声

を
か
け
合
い
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 備前

地区

備中
地区
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短 

歌

令
和
二
年
「
フ
レ
イ
ル
の
日
」
の
提
唱
さ
れ

　

長
い
老
後
を
趣
味
と
貯
筋
す

�

津
山
市　

内
田
美
智
子

山
路
行
く
ノ
ル
デ
ィック
ウ
ォ
ー
ク
負
荷
付
け
て

　

有
酸
素
求
め　

コ
ロ
ナ
逃
避
す

�

津
山
市　

内
田
美
智
子

親
友
の
心
尽
く
し
は
八
十
路
に
も

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
釣
魚
と
ふ
き
煮

�

津
山
市　

内
田
美
智
子

コ
ロ
ナ
も
ホ
モ
サ
ピ
も
こ
の
星
の
住
人

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
仲
良
く
生
き
る

�

津
山
市　

今
津　
　

茂

愛
し
い
が
手
離
す
時
が
近
づい
て

　

免
許
写
真
ま
じ
ま
じ
眺
め
る

�

和
気
町　

本
間　

慶
子

終
戦
か
ら
過
ぎ
た
り
既
に
七
十
五
年

　

海
外
に
今
も
眠
れ
る
遺
骨

�

岡
山
市　

寳
藏　

史
朗

吉
井
川
小
さ
な
頃
の
思
い
出
は

　

川
に
素
も
ぐ
り
河
童
に
な
っ
た

�

和
気
町　

今
田　

明
男

　

俳 
句

炎
天
に
観
光
名
所
の
鹿
だ
よ
り

�

岡
山
市　

万
富
和
風
会　

國
定　

義
明

無
人
駅
無
賃
乗
車
の
赤
ト
ン
ボ

�

津
山
市　

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

闘
病
は
従
病
て
ふ
医
師
春
き
ざ
す

�

津
山
市　

古
林
田
悠
々
会　

妹
尾　

武
志

月
下
美
人
一
夜
限
り
と
眠
ら
ず
に

�

岡
山
市　

富
士
見
町
福
寿
会　

馬
場　

悦
子

足
る
を
知
る
そ
ん
な
方
便
の
十
三
夜

�

玉
野
市　

田
井
中
老
人
ク
ラ
ブ　

立
花　

正
廣

涼
風
が
歩
け
と
背
を
押
す
散
歩
道

�

岡
山
市　

津
島
笹
ケ
瀬
老
人
会　

大
上　

末
野

砂
浜
の
胡
桃
ま
あ
る
く
よ
く
転
ぶ

�

和
気
町　

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

【応募先】	 〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１ きらめきプラザ内
	 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山　作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和3 年 6月30日（水）

絵手紙

津山市　　内田　美智子

　

投
稿
文

�

高
梁
市　

松
原
町
晴
朗
会

�

平
田　

重
光

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
社

会
で
私
達
が
取
り
組
む
こ
と

は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地

域
社
会
の
支
え
合
い
の
体
制
づ

く
り
で
、
そ
う
し
た
中
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
理
念
で
あ
る
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
の
心
で
あ
る
、
特

に
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
事

故
防
止
及
び
詐
欺
被
害
な
ど
成

羽
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
平
成

二
十
八
年
か
ら
四
年
間
高
齢
者

交
通
安
全
重
点
地
区
に
指
定
さ

れ
全
員
が
良
く
理
解
さ
れ
そ
の

活
動
に
積
極
的
に
推
進
し
意
識

の
高
揚
に
努
め
岡
山
県
警
察
本

部
長
及
び
岡
山
県
交
通
安
全
協

会
長
及
び
高
梁
警
察
署
長
の
各

感
謝
状
を
授
与
し
た
。
子
供
の

見
守
り
活
動
及
び
独
居
老
人
の

見
守
り
訪
問
な
ど
の
交
通
安
全

県
民
運
動
期
間
中
街
頭
指
導
又

年
末
年
始
の
飲
酒
運
転
の
撲
滅

運
動
の
呼
び
か
け
な
ど
各
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
に
依
頼
す
る
な
ど

特
に
子
供
達
の
通
学
中
の
見
守

り
を
注
意
し
て
活
動
し
て
い
る

た
め
、
最
近
は
交
通
事
故
も
減

少
し
て
い
る
。

　

朝
七
時
三
十
分
よ
り
七
時

五
十
分
の
間
雨
の
日
も
雪
の
日

も
会
員
が
子
供
達
を
見
守
っ
て

い
る
こ
と
に
私
も
頭
が
下
が
り

ま
す
。
今
後
も
町
づ
く
り
人
づ

く
り
又
会
員
の
増
員
に
取
り
組

む
こ
と
が
私
の
使
命
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
方
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会員の

ひ ろ ば

秋
桜
母
の
背
で
摘
み
飾
る
笑
み

�

津
山
市　

津
山
市
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ　

森　
　

康
子

年
ご
と
に
賀
状
の
重
の
軽
さ
か
な

�

津
山
市　

東
松
原
長
生
会　

藤
原　

良
枝

　

川 

柳

ひ
孫
か
ら
曾
婆
の
掌
ビ
ス
ケ
ッ
ト

�

倉
敷
市　

小
溝
絆
会　

大
橋
八
十
子

コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
そ
ろ
そ
ろ
止
ん
で
も
良
いコ
ロ
ナ

�

津
山
市　

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

ハ
イ
カ
ラ
な
マ
ス
ク
は
ず
せ
ば
お
ば
あ
さ
ん

�

矢
掛
町　

中
川
福
寿
会　

髙
月　

照
美

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
未
完
ま
だ
逝
か
ぬ

�

矢
掛
町　

中
川
福
寿
会　

髙
月
し
げ
子

お
し
ゃ
べ
り
を
し
そ
う
な
犬
と
暮
ら
し
て
る

�
和
気
町　

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

断
捨
離
に
ア
ル
バ
ム
眺
め
は
か
ど
ら
ず

�

岡
山
市　

高
島
駅
前
町
老
人
ク
ラ
ブ　

高
橋　
　

広

岡山県老人クラブ連合会では令和３年８月に発行する「晴ればれシニア岡山第
25号」 に掲載する皆様の作品を次の通り募集いたします。

●俳句　　●川柳
●短歌　　●絵手紙
●投稿文

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり文章の若干の添削をすること、また応募
数が多数の場合は事務局により選考させていただく場
合があることをご了承ください。（身近な出来事、趣味など） について400字程度

2021年（令和 3年）1月　�



写真、体験談を募集します。
平成 30 年７月、私たちは豪雨による大災害を経験しました。
岡山県老人クラブ連合会では、高齢者や老人クラブの視点から、この
豪雨災害の経験や取り組んだ活動を記録し、将来への教訓を残すこと
を目的として、復興を祈念する誌面を作成することを計画しています。
つきましては、

 ・災害時の様子がわかる写真や体験談
 ・復興に向けて取り組んでいる写真や体験談
 ・被災地への支援に取り組んだ写真や体験談
 ・防災についてクラブで取り組んでいる事例の紹介
などを募集いたします。写真には説明を付けてお寄せください。
ご協力をよろしくお願いいたします。

平成30年７月豪雨災害

送付先

〒 700-0807
岡山市北区南方2-13-1 きらめきプラザ内
岡山県老人クラブ連合会　災害復興祈念誌係
TEL 086-226-2877
FAX 086-226-2881

※原則としていただいた写真や原稿は返却できません。
※�誌面掲載の折には文章を若干添削する場合もありますので

ご了承ください。

皆さまの投稿で作られる記録資料としての作成を計画しています。あのときどう感じたのか、
その後どのように行動したのか、皆さまの貴重な経験や残しておきたい、また伝えておきたい思いをご投稿ください。

岡山県

老人クラ
ブ連合会

会員の皆
さまへ

令和３年度

地域の元気づくり事業
『健康づくり・介護予防事業』と『次世代育成支援（世代間交流）事業』、『友愛活動事業』において、

新たな活動を立ち上げたり、これまでの活動をリニューアルしたり、
地域の元気づくりに取り組む老連や単位クラブを支援します。

フレイル予防体操・小物づくりなどの「健康づくり・介護予防事業」、
子ども達とのふれあいなどの「次世代育成支援事業」、見守り・声かけなどの「友愛活動事業」。。。

コロナ禍でもできる頼もしい事業をお待ちしております。
１事業10万円を上限とします。これに満たない小規模な事業も対象です。

詳しくは県老連事務局までお問合せください。

募
集

�　2021年（令和 3年）1月



情 報 交 差 点

暮らしの 安 全 情 報岡 山 県 警 察

特殊詐欺の電話で騙されない！
「留守番電話」大作戦！！

気を付けよーやー！！
自 転 車 事 故！！

●�用水路の近くは危険です。
●��用水路付近を通行する際は、十分気を付けましょう。
●�ハンドル操作は確実にしましょう。

●��道路を横断する時は、左右をよく見て、車がいないこと
を確認しましょう。

●��自転車横断帯が設けられた場所では、自転車横断帯を
活用しましょう。

●�犯人からの電話に出てしまうと、言葉巧みにだまされ
てしまいます。

●�被害防止には「知らない相手からの電話には出ない」
ことが最も効果的です。

●�日頃から、「必要な相手には録音を聞いてからかけ直
す」などの対策を心掛けてください。

犯人は「電話」でだます！

高齢者が狙われている！

犯人からの最初の接触は、
　　　自宅の固定電話が  約8割！

特殊詐欺の被害者のうち、
　　　65歳以上の高齢者が  約 9 割！

被害防止のため、
留守番電話機能を活用してください！！

在宅中でも留守番電話に設定しておきましょう！

留
守
番
電
話
に

設
定
し
ま
し
た

本年10月末までに交通事故で亡くなった方は54人。
そのうち自転車を運転中に亡くなった方は12 人で、

全てが高齢者の方です。
用水路等への転落や車両と衝突する事故が

続発しているので次のことに気を付けてください。

安全運転の

ポイント

安全運転の

ポイント

2021年（令和 3年）1月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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編 集 後 記

（発行部数：45,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
� （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

令和２年度
1月21日㈭ 若手委員会・加入促進委員会合同会議 きらめきプラザ

2月 4日㈭ＡＭ
ＰＭ

中国・四国ブロックリーダー研修会 運営委員会
〃

次世代育成支援リーダー養成講習会
2月18日㈭ 市町村老連正・副会長会議 岡山いこいの村
2月25日㈭ 市町村老連事務担当者会議 ゆうあいセンター
3月 4日㈭ 第39回女性委員会総会 〃

3月18日㈭ＡＭ
ＰＭ

第3回理事会 きらめきプラザ
第2回評議員会 〃
シルバー基金運営委員会 〃

3月25日㈭ＡＭ

ＰＭ

地域の元気づくり事業報告会
（健康づくり・介護予防事業）

〃
地域の元気づくり事業報告会
（次世代育成支援事業・シルバー基金助成）

令和３年度
4月27日㈫ 健康づくり推進委員会 〃
5月21日㈮ 第１回県老連理事会 〃
6月10日㈭ 定時評議員会 〃
6月16日㈬ 第40回女性委員会総会 〃
７月 1日㈭

2日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 玉野市

県老連等の行事予定

令和３年度（第46次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）
岡 山
岡山市立

市民文化ホール

倉 敷
倉敷市芸文館

津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁市総合
文化会館

９月 9日㈭ 7日㈫ 30日㈭ 15日㈬
10月 21日㈭ 5日㈫ 29日㈮ 14日㈭
11月 12月3日㈮ 18日㈭ 25日㈭ 10日㈬

※日程は講師の都合により変更することがあります。

令和３年度 高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）
岡 山 6月21日㈪ きらめきプラザ
津 山 7月29日㈭ 津山市総合福祉会館
高 梁 8月26日㈭ 高梁総合文化会館
美 作 9月22日㈬ 湯郷地域交流センター
倉 敷 10月26日㈫ くらしき健康福祉プラザ

※日程は講師の都合により変更することがあります。

　明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、県
老連では予定していた事業や行事をいろいろと中止すること
となりました。
　まだまだ終息が見えませんが、県老連ではしっかりと感
染予防対策をしながら老人クラブ活動を継続していけるよう
にと考えています。
　会員の皆様も引き続き新しい生活様式を取り入れながら、
日常生活を送りこのコロナ禍を乗り切ろうではありませんか。

新規加入大歓迎！！
老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加して
いるクラブです。市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高
齢者の経験、知識を生かし、地域社会に貢献するとともに、生きがいと
健康づくりのために相互に支え合うことを目的として運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　137,061 人
■クラブ数
　　　2,515 クラブ

（令和2年3月末現在）

令和２年７月豪雨
災害救援拠金への
ご協力ありがとうございました

　7月3日からの豪雨により熊本県を中心に九州地方に大きな被
害が発生したことから、県老連ではこのたびの事態に対して会員
の皆様に救援拠金の取り組みをお願いいたしましたところ大勢の
方から拠金をお寄せいただきました。その結果、各市町村老連の
皆様のご尽力、ご協力のおかげで総額149万3,561円の拠金を
寄せていただきました。
　頂いた拠金は、熊本県と福岡県に対し、被害状況に応じて配分
させていただきました。
　多くの皆様のご尽力、ご支援、ご協力に心から厚く御礼申し上
げます。ありがとうございました。
　尚、倉敷市老連は総額153万6,700 円を別途、被災地である
熊本県と大分県に対し、直接送金していることを申し添えます。

岡山県老連では
被災された方々が一日も早く
平常の生活に戻られることを

お祈りいたします。

2021年（令和 3年）1月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


